




































































































































































































































































































































































































































































































霧 綴 こ■汀珂Ⅱ■Ⅱ２ じれ方向
基準構造１次モーＨｆ,）２次モード(f2）３次モード(f副）ド(f2） ３
図４ 対象構造の概略図
部品名
補強材１
補強材１
補強材２
補強材２
補強材３
補強材３
－３７１－
表１ 設計変数と制約条件
表２設計変数と制約条件
Ｎｏ． 設計変数 制約条件
１ 部品の交換 部品データペース内の部品
２ 高さ方向の移動量 １１種類の等間隔の移動量
３ 部品の交換 部品データベース内の部品
４ 高さ方向の移動量 １１種類の等間隔の移動量
５ 部品の交換 部品データベース内の部品
６ 高さ方向の移動量 １１種類の等間隔の移動量
Ｎｏ． 評価項目 目標値，許容条件
１ 重量 最小化
２ 1次の固有振動数 基準構造の１次の固有振動数
３ 2次の固有振動数 基準構造の２次の固有振動数
４ 3次の固有振動数 基準構造の３次の固有振動数
固有振動数[Hz］、重量[Kg](相対値）
坐．上坐。上坐。±○よ
固有振動数[Ｍ、重量[Kg］（相対値）
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学位論文審査結果の要旨
当該論文に関し、平成１６年１月２８日に第１回学位論文審査委員会を開催し、提出された学位論文および
関連資料について検討を加え、２月３日の口頭発表後、第２回審査委員会を開催し、協議の結果以下の通り
判定した。なお口頭発表における質疑を最終試験に代えるものとした。
本論文は電子機器や電源装置などの外枠としての板金筐体に対する最適設計を行う設計支援システムを構
築し、その有効性を実用機器筐体に対して評価したものである。
論文は筐体のモデル化機能から始まる。ここでは筐体を構成する部材とそれらの結合部に対し配置方法や
その寸法を設定するのみで、簡単に対応する構造モデルを作成できる方法を提案している。特にボルト締結
部に対しては、その初期締付け力を考慮したモデル化手法を考案している。このような設定モデルに対し、
剛`性、強度、耐震性はもちろん生産性も考慮したコスト評価を行える設計仕様評価の機能を与え、これらの
機能を制約や目的関数とする設計問題の構築方法を示している。また具体的な筐体の設計問題を、まず部材
間のボルト締結部に限定して、その最適配置問題として解いており、さらに発券端末機や電源ボックス筐体
に対する問題ではニューラルネットワークや遺伝的アルゴリズムを用いて具体的な解の導出を行い、構築し
たシステムの有効性を明らかにしている。以上より本論文は筐体設計分野としての工業技術に資する所が大
きく、学術博士論文に値するものと判断する。
-373-
